



























土 屋 京 子 (21)
藤 原 美 沙 (45)
熊 谷 ≡屈仁コ 哉 (63)
池 田 あ い の (79)
宇 和 川 雄 (107)




大川 勇:ある深層の物語の読解 - ムージ
ルの『特性のない男』研究のための序説
金子 孝吉:リルケの詩『偶像』について






松村 朋彦:心理学と小説のあいだ - カー
ル･フィリップ･モーリッツ『アントン･ライ
ザー』とその周辺
大川 勇:千年王国を越えて - ムージルの
『特性のない男』における(別の状態)の行
方
加藤 丈雄:『公子ホムブルク』について 一 死
の恐怖とその超越を中心に
奥田 敏広:リオン･フォイヒトヴァンガ-の小説
『成功』におけるヒトラー 像について - 20
年代の証言の一つとして
第3号(1988)







友田 和秀:『魔の山』試論 一 主人公ハンス･
カストルプ の形姿をめぐって
第 4号(1990)








































吉田 孝夫:時間の渦 - R･M･リルケ『新詩
集』の数篇から












片桐 智 明 : ヨーゼフ･ロートの『百 日天







































康川 智貴:文体論の理論と実践 - クライス
トの『ロカルノの女乞食』を例にして
佐々木 茂人:カフカの作品における歌のモ










池田 晋也:アルトウー ル･シュニッツラー の『自
由-の道』一 市民的なものと芸術的なも
ののあいだを浮遊する生
















池田 晋也:描かれた劇場 - シュニッツラー
の短篇『侯爵様御臨席』
伊藤 白:ゼゼミ･ヴァイヒブロー トー 『ブデン
ブロー ク家の人々』における女性像とキリス
ト教





康川 智貴:主語の文体論 - クライストの『決
闘』を中心にして


























浅井 麻帆:ウィー ン分離派館とヨー ゼフ･マリ
ア･オルブリヒ一 時代と分離派が求めた合
目的性
熊谷 哲哉:結び目としての神経 - シュレー
バーにおける宇宙と身体
池田 あいの:手紙論としての手紙 - カフカ
の恋文をめぐって
伊藤 白:ショー シャ夫人は美しいか - トー
マス･マン『魔の山』における女性像と｢東｣
池田 晋也 : ジャズアレンジされるヨーロッ
パ ー ハンス･ヤノヴィッツの小説『ジャズ』













康川 香織:ハリー ･ハラー の痛む足 - -ル
マン･-ツセの『荒野のおおかみ』における
身体について






















藤原 美沙:子ども-向ける視線 - アイヒェ
ンドルフの2篇の詩より
YAM ZAKIAsuka(山崎 明 日香):Das
VerschwindenderDifferenzierungln
●
der Todesgemeinschaft in Richard
WagnersTrlstanandZsolde
浅井 麻帆: ｢セセッション｣から｢分離派｣






















YAMAZAKIAsuka(山崎 明 日香): Die
Widersplegelungdeszeitgen6ssischen
●




武田 良材:オリエントでの自分探し - アン
ネマリー ･シュヴァルツェンバハの『幸せの
谷』






Die Kollision von öffentlichen und privaten Werten
- Heinrich von Kleists Michael Kohlhaas . (l)
TSUCHIYA Kyoko :
Träume und Frevel der Naturkunde
- Über E.T.A. Hoffmanns Haimatochare und Meister Floh
FUJIWARA Misa :
Die Verbindung zwischen zwei Frauen und ihrer Kindheit
- Überlegungen zu Eichendorffs Novelle Die Entführung (45)
KUMAGAI Tetsuya :
Wissenschaft und Entwicklung des Spiritismus bei Carl du Prel (63)
IKEDA Aino:
Die Möglichkeit der musikalischen Übersetzung
- Brod, J anacek, Kafka (79)
UWAGAWA Yu:
Die Physiognomik der Bilderwelt um 1931
- Zum Bilddenken Walter Benjamins (107)
TAKEDA Yoshiki :
Wie satirisch sind die Exilromane von Irmgard Keun?




宇 和 川 雄
熊 谷 哲 哉
武 田 良 材
土 屋 京 子
西 尾 宇 広
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